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次の 1-次元確率微分方程式によって記述される拡散過程の統計モデルを考える.

Xt = X0 +

∫ t

0

b(Xs)ds+

∫ t

0

exp(θT0 Zs)dWs.

ただし, {Wt}t≥0 は標準ブラウン運動, b(·) は未知の局外関数, {Zt}t≥0 = {(Z1
t , Z

2
t , . . . , Z

p
t )}t≥0 は一様有界な

p-次元確率過程, θ0 は非ゼロ成分の個数が S である未知の p-次元パラメータとする. 確率過程 {Xt}t≥0, {Zt}t≥0

を n+ 1個の等間隔離散時点 0 := tn0 < tn1 < . . . < tnn := 1で観測するとき, p = pn ≫ n, S ≪ nなる高次元・ス

パースの仮定の下で, θ0 を推定することを考える. 対数擬似尤度を ln(b; θ)とし, 規格化された対数擬似尤度の θ

に関する gradientを ψn(b; θ)とおく. 高次元・スパースなパラメータに対する推定手法としては, Lasso をはじ

めとする penalized method が広く用いられているが, ここでは拡散係数の推定の際にはドリフト関数 b(·)の影
響が無視できることに注意して, Candés and Tao (2007)により提案された Dantzig selector 型の推定量を次の

ように提案する.
θ̂n := arg min

θ∈Cn

∥θ∥1, Cn := {θ ∈ Rpn : ∥ψn(0; θ)∥∞ ≤ γ}.

ただし, γ は tuning parameter である. 本講演では, この推定量 θ̂n の任意の q ∈ [1,∞]に対する lq ノルムに関

する一致性を証明する. なお、上記の内容は, Fujimori and Nishiyama (2017)に基づくものである.

さらに, 次のような p-次元線形確率微分方程式により記述される拡散過程モデルについても考察する.

Xt = X0 +

∫ t

0

ΘTϕ(Xs)ds+ σWt.

ただし, {Xt}t≥0 = {(X1
t , . . . , X

p
t )}t≥0 は p-次元確率過程, {Wt}t≥0 := {(W 1

t , . . . ,W
p
t )}t≥0 は p-次元標準ブラ

ウン運動, Θ はスパースな構造を持った未知の p× p 定数行列, σ = diag(σ1, . . . , σp)は未知の p× p 定数対角行

列であり, x = (x1, . . . , xp)に対して ϕ(x) = (ϕ1(x1), . . . , ϕp(xp))は適当な正則条件を満たす Rp-値関数である.

n+ 1個の等間隔離散時点で {Xt}t≥0 を観測し, p≫ nの高次元の仮定の下で, 擬似尤度に基づく二段階推定手法

により Θ, σ の推定を行う. 特に, スパースな構造を持つ Θについては Dantzig selector 型の推定量を提案し, 得

られた推定量の漸近的性質について議論する.
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